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教
材
の
宝
庫
・
江
戸
城
を
歩
く

　

先
日
、
教
職
大
学
院
に
勤
務
し
て
い
た
頃
の
教
え
子

た
ち
に
せ
が
ま
れ
、
東
京
・
千
代
田
区
に
あ
る
皇
居
東

御
苑
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
（
Ｆ
Ｗ
）
を
行
っ
た
。

現
在
、
皇
居
の
う
ち
東
側
の
東
御
苑
は
一
般
開
放
さ
れ

て
お
り
誰
で
も
見
学
が
で
き
る
。
た
だ
、
日
本
の
子
ど

も
た
ち
や
先
生
方
に
は
観
光
と
し
て
で
は
な
く
学
習

の
場
と
し
て
ぜ
ひ
一
度
は
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
場
所

だ
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
皇
居
は
教
材
の
宝
庫
だ
か
ら
で

あ
る
。

　

こ
の
日
の
Ｆ
Ｗ
は
参
加
者
が
全
員
教
員
だ
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
徳
川
家
康
が
建
て
た
江
戸
城
と
い
う

史
跡
を
ど
う
教
材
化
す
る
か
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
の

Ｆ
Ｗ
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
城
郭
と
し
て
の
視
点
か
ら

は
、
大
手
門
か
ら
本
丸
跡
ま
で
た
ど
り
着
く
行
程
に
あ

る
桝
形
や
櫓
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
や
地
形
を
生
か
し

た
建
物
の
配
置
な
ど
防
御
施
設
と
し
て
の
様
々
な
工

夫
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
石
垣
の
材
質
や
そ

こ
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
全
国
の
大
名
家
の
家
紋
な
ど

天
下
普
請
と
い
わ
れ
た
当
時
の
幕
府
の
大
名
統
制
の

し
く
み
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
皇
居
内
の

数
々
の
植
物
や
鳥
、
昆
虫
の
生
態
な
ど
は
理
科
の
教
材

と
し
て
、
江
戸
城
の
遺
構
を
生
か
し
た
現
在
の
東
京
の

都
市
構
造
な
ど
は
地
理
や
公
民
の
教
材
と
し
て
、
皇
居

の
清
掃
を
担
当
す
る
勤
労
奉
仕
団
の
活
動
は
道
徳
等

の
教
材
と
し
て
有
効
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、
東
御
苑
に
は
天
守
閣
の
土
台
は
残
っ
て

い
る
が
天
守
閣
そ
の
も
の
は
な
い
。
明
暦
の
大
火

（
１
６
５
７
年
）
で
焼
失
し
た
の
だ
が
、
そ
の
再
建
を

当
時
の
将
軍
補
佐
役
だ
っ
た
保
科
正
之
が
「
太
平
の

世
に
不
要
」
と
中
止
さ
せ
た
話
は
有
名
だ
。
何
よ
り

も
「
江
戸
城
は
念
に
は
念
を
入
れ
る
完
璧
主
義
の
家
康

が
長
い
平
和
を
も
た
ら
す
た
め
に
築
い
た
日
本
一
の

城
」
（
歴
史
研
究
家
・
森
岡
知
範
氏
）
と
の
言
葉
か
ら

は
、
皇
居
が
平
和
の
象
徴
と
し
て
現
存
す
る
わ
が
国
が

誇
る
史
跡
で
あ
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
こ
れ
も
皇
居

の
も
つ
教
材
と
し
て
の
魅
力
で
あ
る
。

一
般
社
団
法
人
全
国
図
書
教
材
協
議
会
会
長

細
谷
　
美
明

①教材活用シリーズ　先生・生徒の学びの相棒として！

　　　　　　　　　「詳しさ」を突き詰めたこだわりの一冊（Ｐ．６～７）
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研
修
会
で
は
、
著
作
権
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
権

利
、
何
が
「
著
作
物
」
か
、
Ａ
Ｉ
と
著
作
権
、
写
真
・

工
業
製
品
の
著
作
権
、
著
作
権
の
保
護
期
間
、
著
作
権

の
支
分
権
、
著
作
物
の
類
似
性
と
依
拠
性
、
権
利
制
限

規
定
、
引
用
と
転
載
の
違
い
、
享
受
を
目
的
と
し
な
い

利
用
、
教
育
機
関
に
お
け
る
複
製
、
授
業
目
的
公
衆
送

信
補
償
金
制
度
、
試
験
問
題
と
し
て
の
複
製
、
教
材
作

成
に
お
け
る
複
製
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
お
け
る
教
材
の
著
作

権
の
侵
害
、
著
作
者
人
格
権
、
著
作
権
の
譲
渡
・
許
諾
・

利
用
裁
定
な
ど
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
著

作
権
の
基
本
か
ら
最
近
の
動
向
ま
で
、
教
材
作
成
に
お

け
る
考
え
方
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。
当
日
は
、
教

材
編
集
者
等
１
９
５
名
が
参
加
し
、
著
作
権
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
た
。

５
月
９
、
10
日

日
関
東
地
区
教
育
研
究
所
連
盟

　

総
会
、
委
員
会
、
研
究
協
議
会
を
開
催

　

日
図
協
が
加
盟
し
て
い
る
関
東
地
区
教
育
研
究
所

連
盟
で
は
、
令
和
６
年
度
の
総
会
、
委
員
会
、
研
究
協

議
会
を
千
葉
市
「
千
葉
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
」
で
開

催
し
た
。
総
会
、
委
員
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
事
業
・

決
算
報
告
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
、
役

日
教
材
作
成
に
関
す
る
著
作
権
研
修
会
を
開
催

著
作
権
の
基
本
的
な
考
え
方
か
ら
教
材
作
成
に
関
係
す
る
具
体
的
事
例
や

著
作
権
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
解
説

　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
（
辻
村
哲
夫
会
長
）
で
は
、
５
月
29
日
に
前
田
哲
男
顧
問
弁
護
士
を
講
師
に

迎
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
著
作
権
の
研
修
会
を
開
い
た
。

員
案
の
承
認
を
行
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
千
葉
大
学
教
育
学
部
・
貞
廣
斎
子
教

授
に
よ
る
、「
『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を
担
う
新

た
な
教
師
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
基
調
講
演
や
、
各
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。

５
月
14
日

日
中
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
池
田
理
恵
新
学
社

ク
リ
エ
イ
ト
編
集
セ
ン
タ
ー
部
長
）
で
は
、
第
６
回
部

長
会
を
「
協
会

会
議
室
」
で
開

い
た
。

　

会

議

で

は
、

教
著
協
と
の
協

議
、
共
同
許
諾

申
請
業
務
、
著

作

権

研

修

会
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
お

け
る
教
材
の
在

り
方
、
教
材
の

複
製
や
公
衆
送

中学校編集部長会
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信
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
広
報
活
動
、

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
策
、
合
理
的
配
慮
へ
の
対
応

等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検
討
を
行
っ
た
。

５
月
20
日

日
中
学
校
営
業
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
営
業
部
長
会
（
幹
事
長
・
辻
田
吉
平
秀
学
社

営
業
統
括
部
長
）
で
は
、
第
５
回
部
長
会
を
「
協
会
会

議
室
」
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
新
学
期
の
情
勢
報
告
や
各
地
の
市
場
の
動

向
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
。
ま
た
、
「
子
ど
も
た

ち
の
み
ら
い
の
学
び
を
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
企
画

や
あ
か
つ
き
教
育
図
書
の
退
会
に
伴
う
都
道
府
県
協

会
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
出
版
社
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

５
月
22
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
山
口
直
人
教
育
同

人
社
取
締
役
）
で
は
、
第
10
回
部
長
会
を
「
協
会
会
議

室
」
で
開
い
た
。

　

会

議

で

は
、

教
著
協
と
の
協

議
、
共
同
許
諾

申
請
業
務
、
学

校
教
材
調
査
会

事
業
、
著
作
権

研
修
会
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
に
お
け
る

教
材
の
在
り
方
、

教
材
の
複
製
や

公
衆
送
信
に
関

す
る
問
い
合
わ

せ
へ
の
対
応
、
広
報
活
動
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の

対
応
等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検
討
を
行
っ
た
。

６
月
５
日

日
業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
を
開
催

　

業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
（
委
員
長
・
小
沼
武
士

日
本
標
準
経
営
企
画
室
全
社
情
報
課
リ
ー
ダ
ー
）
で

は
、
「
協
会
会
議
室
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
新
学
期
後
の

会
議
を
開
い
た
。

　

会

議

で

は
、

Ｗ
ｅ
ｂ
発
注
シ

ス
テ
ム
「
図
書

教
材
ネ
ッ
ト
」

の
新
学
期
の
稼

働
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
や
次

年
度
に
向
け
た

シ
ス
テ
ム
改
修
、

さ
ら
な
る
加
入

促
進
の
た
め
の

取
り
組
み
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
「
図
書
教
材
ネ
ッ
ト
」
の
実
績

は
、
４
月
30
日
時
点
で
、
利
用
販
売
店
数
４
９
０

社
（
昨
年
同
期
間
比
61
社
増
）
、
発
注
デ
ー
タ
件
数

７
２
１
、
２
６
２
件
（
昨
年
同
期
間
比
１
０
３
、
８
７
０

件
増
）
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

６
月
６
日

日
業
務
委
員
会
を
開
催

　

業
務
委
員
会
（
委
員
長
・
足
立
和
也
教
育
同
人
社
執

行
役
員
営
業
本
部
長
）
で
は
、
第
22
回
委
員
会
を
「
協

小学校編集部長会

業界ネットワーク委員会
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会
会
議
室
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
。

　

当
日
は
、
２
０
２
４
年
問
題
等
物
流
面
で
の

諸
課
題
、
各
種
資
材
の
対
応
、
人
員
募
集
や
派

遣
会
社
の
利
用
状
況
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
を

行
っ
た
。

６
月
10
日

日
全
国
教
育
研
究
所
連
盟
総
会
開
催

　

研
究
発
表
大
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

　

日
図
協
が
加
盟
し
て
い
る
全
国
教
育
研
究
所

連
盟
の
令
和
６
年
度
総
会
が
、
今
年
度
も
書
面

で
開
催
さ
れ
、
令
和
５
度
の
事
業
・
決
算
報
告
、

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
、
役
員
案

等
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
研
究
発
表
大
会
は
、
同
月
７
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
、
関
西
外
国
語
大
学
外
国

語
学
部
・
新
井
肇
教
授
に
よ
る
「『
生
徒
指
導
提

要
（
改
訂
版
）』
が
示
す
学
習
指
導
と
生
徒
指

導
の
一
体
化
に
向
け
て
」
と
題
し
た
講
演
の
ほ

か
、
加
盟
機
関
か
ら
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

業務委員会

 協 会 名
小学校 中学校

 協 会 名
小学校 中学校

正　担当社 副　担当社 正　担当社 副　担当社 正　担当社 副　担当社 正　担当社 副　担当社
北 北 海 道

教育同人社 光文書院 秀学社

五ツ木書房

近

畿

滋　　賀

正進社 教育同人社

浜島書店 教育同人社

東

北

青　　森 京　　都
岩　　手 奈　　良
秋　　田 大 阪 小
山　　形 大 阪 中
宮　　城 和 歌 山
福　　島 兵　　庫

北

関

東

茨　　城

日本標準 文溪堂

正進社

中

国

岡　　山

新学社 青葉出版

栃　　木 広　　島
群　　馬 鳥　　取
埼　　玉 島　　根

南

関

東

千　　葉

光文書院 正進社

図書文化社

山　　口
東　　京 四

国

香　　川

学宝社 東京法令出版

東 京 中 徳　　島
神 奈 川 愛　　媛
神奈川中 高　　知
山　　梨

九

州

福　　岡

青葉出版 新学社

東

海

静　　岡

文溪堂 日本標準 新学社

佐　　賀
愛　　知 長　　崎
岐　　阜 熊　　本
三　　重 大　　分

北

信

越

長　　野 宮　　崎
新　　潟 鹿 児 島
富　　山 沖　　縄
石　　川
福　　井

小・中学校営業部長会 ブロック担当一覧　　（2024 年 6 月 1 日～ 2025 年 7 月 31 日）
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【都道府県協会別】

協会名 担当社 協会名 担当社 協会名 担当社 協会名 担当社

北 海 道

図 文

東 京 中 浜 島 滋 賀

五 ツ 木

徳 島
秀 学

青 森 神奈川小 文 溪 京 都 愛 媛

岩 手 神奈川中 同 人 奈 良 高 知
新 学

秋 田 山 梨
文 溪

大 阪 小 同 人 福 岡

山 形

日 標

静 岡 大 阪 中

学 宝

佐 賀

正 進宮 城 愛 知

青 葉

和 歌 山 長 崎

福 島 岐 阜 兵 庫 熊 本

茨 城 三 重 岡 山
同 人

大 分

東 法
栃 木

浜 島

長 野 広 島 宮 崎

群 馬 新 潟 秀 学 鳥 取

光 文

鹿 児 島

埼 玉 富 山 学 宝 島 根 沖 縄

千 葉 文 溪 石 川 新 学 山 口

東 京 小 新 学 福 井 五 ツ 木 香 川 秀 学

【出版社別】

社　名 協　会　名

青 葉 出 版 愛 知 岐 阜 三 重 長 野

五 ツ 木 書 房 福 井 滋 賀 京 都 奈 良

学 宝 社 大 阪 中 和 歌 山 兵 庫 富 山

教 育 同 人 社 大 阪 小 岡 山 広 島 神奈川中

光 文 書 院 鳥 取 島 根 山 口

秀 学 社 香 川 徳 島 愛 媛 新 潟

新 学 社 東 京 小 高 知 福 岡 石 川

正 進 社 佐 賀 長 崎 熊 本

東 京 法 令 出 版 大 分 宮 崎 鹿 児 島 沖 縄

図 書 文 化 社 北 海 道 青 森 岩 手 秋 田

日 本 標 準 山 形 宮 城 福 島 茨 城

浜 島 書 店 栃 木 群 馬 埼 玉 東 京 中

文 溪 堂 千 葉 神奈川小 山 梨 静 岡

2024･2025 年度

都道府県協会
　　担当出版社一覧（案）
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２
０
２
４
年(
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和
６
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６
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新
報

２
０
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６
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ワ
イ
ド
歴
史
』
と
は

　

本
書
は
、
中
学
校
の
歴
史
副
教
材
（
資
料
集
）
で
す
。

近
年
は
、
同
じ
「
資
料
集
」
で
あ
っ
て
も
、
授
業
の
流

れ
を
意
識
し
た
も
の
、
問
い
や
ま
と
め
を
重
視
し
た
も

の
な
ど
、
商
品
毎
の
差
別
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
に
お
け
る
本
書
は
、
「
教
科
書
に
は
な
い

資
料
を
豊
富
に
掲
載
し
た
、
網
羅
型
資
料
集
」
で
す
。

　

文
章
資
料
、
統
計
、
地
図
、
絵
画
な
ど
、
多
様
な
資

料
形
態
を
取
り
揃
え
て
お
り
、
事
典
的
な
使
用
も
で
き

る
こ
と
を
、
最
大
の
特
長
と
し
て
お
り
ま
す
。

先
生
・
生
徒
の
学
び
の
相
棒
と
し
て
！

「
詳
し
さ
」
を
突
き
詰
め
た
こ
だ
わ
り
の
一
冊

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 169 回

本
書
の
魅
力

（
１
）
教
科
書
＋
α
で
、
授
業
の
幅
が
広
が
る

（
１
）
教
科
書
＋
α
で
、
授
業
の
幅
が
広
が
る

　

写
真
資
料
は
約
一
七
〇
〇
点
と
、
弊
社
商
品
群
の
な

か
で
も
多
く
、
教
科
書
掲
載
の
定
番
資
料
を
お
さ
え
つ

つ
、
教
科
書
に
な
い
詳
細
な
資
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

　

教
科
書
を
主
た
る
教
材
と
し
た
、
補
助
的
な
役
割
を

担
う
教
材
（
副
教
材
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
書
は

「
授
業
の
幅
を
広
げ
た
い
」「
扱
う
資
料
を
自
由
に
選
び

た
い
」
と
い
っ
た
先
生
方
の
「
も
っ
と
！
」
に
お
応
え

で
き
る
一
冊
で
す
。

（
２
）
教
科
書
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る

（
２
）
教
科
書
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る

　

教
科
書
の
記
述
だ
け
で
は
、
経
緯
な
ど
が
つ
か
み
に

く
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
写
真
資
料
を
補
っ
た
り
、
図

解
で
表
し
た
り
と
、
イ
メ
ー
ジ
化
を
助
け
る
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
随

所
に
あ
る
ま

と
め
の
表
で

は
、
例
え
ば

古
代
文
明
の

特
色
を
「
い

つ
・
ど
こ
で
・

ど
ん
な
」
で

ま
と
め
た
り
、

江
戸
時
代
の

改
革
の
推
移

を
比
較
し
た

東京法令出版株式会社

『グラフィックワイド歴史』

2020 年入社。主な担当書籍『グラ

フィックワイド歴史』、『ニュース

タイルビジュアル地理』。

金
かな

井
い

　彩
あや

音
ね

（東京法令出版㈱　教育事業推進部）
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２
０
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６
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報
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０
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６
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６
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

ま
た
、
資
料
に
は
適
宜
、
問
い
か
け
を
付
し
て
い
る
の

で
、
「
そ
の
資
料
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
の
か
」
と
い
っ
た
視
点
も
合
わ
せ
て
意
識

で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
普
段
か
ら
の
本
書
の
活
用
に
よ
り
、
本
番

の
試
験
で
も
資
料
問
題
を
ま
ご
つ
か
ず
に
考
察
で
き

る
力
が
自
然
と
身
に
つ
く
は
ず
で
す
。

　

授
業
だ
け
で
な
く
、
高
校
入
試
を
見
据
え
た
と
き

も
、
本
書
が
ベ
ス
ト
チ
ョ
イ
ス
に
な
る
と
自
信
を
も
っ

て
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

さ
い
ご
に

　

本
稿
を
執
筆
し
な
が
ら
感
じ
た
の
は
、
資
料
集
の
価

値
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
代
は
、
ネ
ッ
ト
検
索
で
膨
大
か
つ
際
限
の
な
い
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
一
方
で
、
情
報
の
正
確
性
・

根
拠
・
公
平
性
と
い
っ
た
点
で
は
、
す
べ
て
を
教
育
利

用
す
る
に
は
懸
念
も
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
点
、
資
料
集
は
、
情
報
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や

単
元
に
合
わ
せ
た
体
系
化
を
は
じ
め
、
中
学
校
で
学

ん
で
お
き
た
い
知
識
が
過
不
足
な
く
身
に
つ
く
よ
う
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
集
は
、
誌
面
と
い
う
あ
る
種
の
制
限
が
あ
る
教

材
で
は
あ
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
の
利
点
や
活
用
場

面
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
生
徒
の
「
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
い

う
学
び
の
意
欲
に
応
じ
た
、
探
究
の
一
助
に
な
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
学
校
現
場
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
に

耳
を
傾
け
、
制
作
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
制
度
な
ど
全
体
の
し

く
み
や
時
代
の
流
れ
、
出
来
事
同
士
の
関
係
性
と
い
っ

た
、
知
識
の
「
本
質
」
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

単
な
る
用
語
暗
記
や
単
発
的
知
識
の
習
得
に
と
ど

ま
ら
な
い
「
深
い
学
び
」
を
実
現
で
き
る
本
書
は
、
生

徒
の
理
解
を
助
け
る
一
冊
と
し
て
も
、
活
躍
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

（
３
）
高
校
入
試
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

（
３
）
高
校
入
試
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

　

近
年
の
高
校
入
試
問
題
の
傾
向
は
、
次
の
よ
う
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　　

一
、
一
問
一
答
型
の
知
識
問
題
が
減
っ
た

　

二
、
資
料
活
用
の
技
能
を
測
る
問
題
が
増
え
た

　

三
、
文
章
や
地
図
、
統
計
の
読
み
解
き
が
増
え
た

　　

つ
ま
り
、
知
識
の
暗
記
だ
け
で
は
、
得
点
に
結
び
つ

く
と
は
限
ら
な
い
試
験
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
こ
れ
は
同
時
に
、
資
料
を
活
用
し
た
問
題
を
前

に
し
た
と
き
、
い
か
に
既
習
知
識
と
結
び
つ
け
、
正
答

を
導
け
る
か
が
重
要
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
書
で
は
、
資
料
問
題
に
立
ち
向
か
う
力
の

養
成
の
一
助
と
し
て
、
普
段
の
授
業
で
の
資
料
集
活
用

を
ご
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

資
料
の
読
み
解
き
で
は
、
①
資
料
の
ど
こ
に
着
目

し
、
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
る
か
、
②
そ
れ
と
結
び
つ
く
既

習
知
識
を
、
い
か
に
自
分
の
な
か
か
ら
引
っ
張
っ
て
こ

ら
れ
る
か
、
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
技
能
は
一
朝
一
夕
に
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
日
々
の
授
業
で
少
し
ず
つ
、
練
習
を
積
ん
で
い
く

こ
と
が
近
道
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
役
立
つ
の
が
資
料

集
で
す
。

　

本
書
は
先
述
の
と
お
り
、
資
料
網
羅
型
資
料
集
で
す
。

定
番
資
料
は
お
さ

え
つ
つ
、
教
科
書

に
載
っ
て
い
な
い

―
―
生
徒
は
も
ち

ろ
ん
、
も
し
か
す

る
と
先
生
も
初
見

か
も
し
れ
な
い
―

―
資
料
を
多
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
授

業
の
な
か
で
使
う

だ
け
で
、
そ
の
単

元
に
ま
つ
わ
る
多

種
多
様
な
資
料
を

目
に
す
る
機
会
を

創
出
で
き
ま
す
。
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２
０
２
４
年(

令
和
６
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６
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25
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書
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２
０
２
４
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６
月
25
日　

図
書
教
材
新
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発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

新
井
啓
美
・
宍
戸
亮
太　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

　

小
学
１
年
生
の
子
ど
も
の
行
事
で
学

校
に
行
っ
た
帰
り
、
授
業
で
植
え
た

朝
顔
が
並
べ
て
あ
る
と
こ
ろ
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
、
自
分
の
名
前
が
書
か
れ

た
青
い
鉢
の
前
で
、
こ
う
い
う
世
話
を
し
て
い
る
ん
だ

よ
、
と
得
意
げ
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
、
以
前
こ
の
編
集
後
記
で
、
朝
顔
を
育
て

始
め
て
み
た
け
れ
ど
こ
ん
な
と
き
に
あ
の
朝
顔
セ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
…
と
書
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
見

返
し
て
み
る
と
、
11
年
前
の
こ
と
で
、
こ
う
し
て
自
分

の
子
ど
も
が
実
際
に
使
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
少

し
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
真
夏
に
向
か
っ
て
段
々
と
暑
く
な
っ
て

気
が
滅
入
る
時
期
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
朝
顔
が
家

に
や
っ
て
く
る
の
を
楽
し
み
に
夏
を
迎
え
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
み
）

編集
後記

�
退
会
の
お
知
ら
せ

　

あ
か
つ
き
教
育
図
書
株
式
会
社
は
、
令
和
６

年
５
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
日
本
図
書
教
材

協
会
と
全
国
図
書
教
材
協
議
会
を
退
会
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

　

５
月
25
日
に
高
知
市
「
ち
よ
り
街
テ
ラ
ス
」
で

開
催
。
各
協
会
役
員
11
名
、
加
盟
出
版
社
３
社
よ

り
３
名
、
全
図
協
事
務
局
よ
り
１
名
が
出
席
。

　

各
協
会
よ
り
新
学
期
の
情
勢
報
告
。
業
界
の
諸

課
題
や
出
版
社
へ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
協
議
。

「
業
界
の
明
日
を
考
え
る
会
」
を
並
行
開
催
し
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

◇
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

　

５
月
31
日
に
さ
い
た
ま
市
「
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
」
で
開
催
。
各
協
会
役
員
12
名
、
加
盟
出
版

社
２
社
よ
り
２
名
、
全
図
協
事
務
局
よ
り
１
名
が

出
席
。

　

各
協
会
よ
り
新
学
期
の
情
勢
報
告
の
ほ
か
、
北

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
独
自
の
小
規
模
校
支
援
制
度
の
活

用
状
況
や
11
月
に
予
定
し
て
い
る
研
修
会
「
北
関

東
Ｂ
繋
が
る
セ
ミ
ナ
ー
」
の
企
画
に
つ
い
て
確
認
。

◇
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

　

５
月
31
日
に
岡
山
市
「
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
。
各
協
会
役
員
14
名
が
出
席
。

　

会
議
後
に
は
販
売
店
や
出
版
社
も
参
加
し
て
、

全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
に
よ
る
「
文
科
省

学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
の
現
状
報
告
」
、
東
海
大
学
・
朝

倉
徹
教
授
に
よ
る
「
ポ
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
学
び
～
紙
教
材
の
有
用
性
を
考
え
る
～
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。

　

会
議
で
は
小
・
中
学
部
会
に
わ
か
れ
て
分
科
会

を
並
行
開
催
し
、
各
協
会
か
ら
の
情
勢
報
告
や
諸

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

全
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
会
議
を
開
催

　

６
月
の
全
図
協
理
事
会
等
諸
会
議
に
向
け
て
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
新
学
期
販
売
商
戦
の
情
報
交
換

や
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

◇
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

　

５
月
24
日
に
福
岡
市
「
八
仙
閣
」
で
開
催
。
各

協
会
役
員
17
名
、
加
盟
出
版
社
２
社
よ
り
２
名
、

全
図
協
事
務
局
よ
り
１
名
が
出
席
。

　

各
協
会
及
び
出
版
社
か
ら
の
新
学
期
の
情
勢
報

告
を
受
け
て
、
業
界
の
諸
課
題
や
出
版
社
へ
の
要

望
事
項
に
つ
い
て
協
議
。
今
秋
予
定
し
て
い
る
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
（
11
月
２
日
・
宮
崎
開
催
）
の
企

画
に
つ
い
て
確
認
。

◇
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

　

５
月
25
日
に
大
阪
市「
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
」

で
開
催
。
各
協
会
役
員
21
名
、
加
盟
出
版
社
３
社

よ
り
４
名
、
全
図

協
事
務
局
よ
り
１

名
が
出
席
。

　

小
・
中
学
部
会

を
開
催
し
、
各
協

会
か
ら
の
情
勢
報

告
や
諸
課
題
に
つ

い
て
協
議
。
小
学

部
会
で
は
今
年
11

月
に
研
修
会
を
、

来
年
２
月
に
教
材

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
。

近畿ブロック

＝
都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更
の
あ
っ
た
会
員
☆

<

住
所
変
更>

　

島
根
県･

･
･

㈲
マ
キ
シ
ス
テ
ム
ズ
（
浜
田
市
内
）


